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ケニア共和国における果実 ・野菜の流通事情

阿部 一博*•E MATHOOKO F.M.**•EKIIYUKIA C.**•E

MWANIKI M. W.**•EMUIGAI C.W.**•E•¬áe•_** 

Topics of Fruits and Vegetables Markets in Kenya 

ABE Kazuhiro*, MATHOOKO F.M.* *7 KIIYUKIA C.**, 

MWANIKI M W.**, MUIGAI C.W. * * and KOAZE Hiroshi** 

* College of Agriculture, Osaka Prefecture University, 

Gakuen, Sakai, Osaka 593 Japan 

** Jomo Kenyatta University of Agriculture and Technology , 

Department of Food Science and Postharvest Technology, 

P.O. Box 62000, Nairobi, Kenya

我が国の国際協力事業団(JICA)が 実施中のプロロジ

ェクトのひとつにケニア共和国ジョモケニアッタ農工大

学の運営がある。同大学には10数 名の日本人スタッフ

が常駐し,教 育や研究の運営に携わ り,年 々多大の成果

を上げている。

1996年 の夏に約8週 間同大学の教員 と共にケニア国

内の果実 ・野菜の流通事情 を調査する機会を得た。これ

はケニア国内の野菜や果実の生産地域であったり,地 形

的あるいは社会的に特徴ある地域の都市において実施し

た市場調査で,こ のような調査は同国内において未だか

つてなされておらず,興 味深い知見を幾つか得ることが

できたので紹介する。

流 通 事 情

今回,青 果市場 を調査 した地域は,イ ン ド洋沿岸地域

の3都 市,ケ ニア山を1周 する4都 市,ウ ガンダ国境方

面の4都 市であった。同国の山岳部やサバナ地帯では果

実 ・野菜のほ とんどが自家用として栽培されており,ま

とまって市場に流通することが少ないので調査対象から

は除いた。

各都市における1～2箇 所の卸売市場や小売市場にお

いて,・販売 ・取引状況 包装形態,市 場病害の発生状況

品質(糖 度やpHな ど),品 温 などを調べ た。写真1は

市場で品質調査や聞き取 り調査 を行 っている状況である。

1. 収穫技術と選別 ・出荷

イン ド洋に面 した地域では熱帯 ・亜熱帯性の果実の生

産 と流通が多い。しかし当地では高い所に着生している

マンゴウやパパイアなどを棒状の簡単な器具でちぎり落
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写真1 小売市場で品質調査を行っているムワニキ(左)

と小疇(中)な らびに聞き取り調査を行っているマソオ
コ(右)
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とし,地 面に落ちたものを集めるという手段で収穫する

ために果皮表面には傷ががつ き,外 観が悪いばか りでなく,

腐敗 を誘導するので,こ の地域の農業省の担当者の話で

はポス トハーベ ス トロスは20～30%に な るとのことで

あった。この地域はインド洋に面してお り,蒸 し暑いば

か りか流通過程の温度制御は全 くなされていないのであ

るから当然の結果である。

高冷地では野菜の栽培が多い。そこでは,地 中に生育

しているジャガイモやニンジンを収穫する時に鍬などで

傷 をつけてしまってもそれらを取 り除かずに無傷の物 と

一緒に出荷するために流通過程での腐敗によるロスを引

き起こしている。ニンジンでは60kgの うち3～5kgが が

ポス トハーベス トロスになるとのことであった。写真2

は小売市場のジャガイモであるがが,収穫時に損傷 を受け

た物がかな り混ざっている。

ポストハーベストロスを減らすために,果 実 ・野菜の

流通の第1歩 である収穫 と選別の時点での改善が望まれ

る。
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2. 包装技術

後でも述べ るが トマ トはケニアの食生活における数少

ない生食用果菜である。その トマ トを以前は トラックで

ばら積みで運ぶために,押 し潰されたり擦れて損傷を受

けることが多かったそうであるが,最 近は木製の箱に入

れて輸送するようになったためポス トハーベス トロスが

減ったとのことである。箱詰めされた トマ トを満載 した

トラックが夕方にナイロビ方向に走 り,朝 は空の木箱を

積んだ トラックがが中央山岳部の産地に向かうのを目にす

ることが多かったがが,これは 「通いコンテナー」の良い

事例のひとつである。写真3は 木箱に詰め られ産地から

運ばれて卸売市場で取引を待つ トマ トである。

しか し,ア ボカ ド(写 真4-A)や キ ャベ ツ(写 真

4-B)が なんら包装されることなくトラックに山積み

されて運ばれている光景に遭遇する機会が多く,積 み降

ろしに労力が必要であるばか りか,輸 送中の損傷 も多い

のではないかと考えてしまう。

同国には布袋 とネットが一体になった包装資材がある

がが,ネ ット部分にまで果実 ・野菜を詰めている状態が多

かった(カ ンキツ類:写 真5-A,ニ ンジン:写 真5-

写真2 小売市場のジャガイモ

収穫時の物理的損傷が目立っ

写真3 卸売市場で取引を待つ トマ ト:パ ピルスで作っ

た葦簾で直射 日光を防いでいる。トマ トは様々な熟度で

あるとともに大きさも色々である

写真4 青 果物をばら積みでナイロビに運ぶ トラック

写真5 青果物の包装形態
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B)。 これだけ詰めると中で潰れた り,輸 送中に突出部

が擦れて損傷を受け,そ の後の腐敗の原因になるであろ

う。鮮度保持を考慮 した包装 というよりも果実 ・野菜を

運ぶための単位作 りに重点が置かれている包装形態であ

る。

ケニアの食生活で重要な役割を果たす葉菜類(ケ ール

:写 真6-A,ケ ニア人がスピニッチと呼ぶウマイナ:

写真6-B)は,通 常は直射 日光を防 ぐために筵などで

覆っている程度であるが 市場によっては乾燥による萎

凋を防ぐためにプラスチックフィルム袋に詰めて販売 し

ていることがある。同国は湿度が低 く,葉 菜類の水分損

失は大 きいのでこの包装は効果的であろう。

3. 輸送形態

包装されることなくトラックで運ばれたキャベツ(写

真4-B)は そのまま市場に山積みされる(写 真7)。

我が国では,あ る程度の外葉は取 り除かれて市場に出荷

されるが 同国では外葉はほとんど除去されていない。

現地は非常に乾燥しているために,こ の外葉が包装資材

の代わりとなり水分損失の制御に役立つばか りでなく,

道路が十分に整備されていないので トラックなどに直積

みされた時にこの外葉が緩衝材の役割を果たし,物 理的

損傷 を軽減 しているようだ。

卸売市場で無 包装で運ばれたスイカの取引を目の当た

りにす る機会があった(写 真8)。150個 くらいの山盛

りのスイカを数個つつ重量を測 り,総 重量が分かった時

点で取引が終了した。重量単位で価格が決まるのである

から当然秤の目盛 りは毎回双方が確認する。そのため取

引が終わるまでかなり時間がかかった。我が国のように

等級 ・階級選別さ礼 一定個数が包装されていると取引

が簡単であることを実感 した。

同国では交通網の整備がが十分 とはいえないので 山岳

地域からナイロビに出荷すると到着 まで2～3日 間かか

ることがある。そのため トマ トをほとんどブレーカーに

近い熟度段階で出荷するのを目の当たりにしたが 流通

過程でのロスを減らすためには仕方のないことであろう。

4. 販売形態

小売の販売形態は各都市のみならず市場によって特徴

があった。

例 えばケニア山北部のメルー市の市場は農家が直接青

果物を搬入し,販 売するので近郊栽培の物が多 く,市 場

内では作目ごとにグループにな り販売を行っている(写

真9,10)。 この近辺の部族はアクティブであるとのこ

とで,農 家は需要に合わせて作 目を代え,新 鮮な物を選

んで搬入するため回転が速 く,そ のような市場では市場

病害も少ない。ビクトリア湖に面するキスムは大都市で

市場が数箇所あ り,販 売競争が激しいため新鮮な果物 ・

野菜が多く,や は り青果物の回転 も速いとのことであっ

た。なお都市部の市場では調査用の果実 ・野菜を購入し

ていると子供がす ぐにプラスチックフィルム袋 を売 りに

写真6 葉菜類の包装形態の一例

写真7 小売市場でのキャベツの販売状況

外葉が除去されていない

写真8 卸売市場で取引中のスイカ

総重量を測っているところ
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くるが これはほとんどの青果物が包装 されずに販売さ

れているので便利であるし,袋 が必要な人だけが購入す

るので資源の節約にもつながるもの と思われる。

地方都市では建物の中が公的な市場 となってお り,そ

の周辺には農家などが直接持ち込み販売 を行っているこ

とが多い(写 真11)。 近郊からもってくるので輸送距離

が短 く,鮮 度の高い果実 ・野菜が多かった。また我が国

ではほとんど目にすることのない珍 しい果実 ・野菜が販

売されていることがあ り,写 真12の よ うに我が国の ト

C
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マ トとほぼ同 じ形で白色のナス(写 真12-A)や ゴル

フボール大の緑 白色のナス(写 真12-B)が オ クラ と

共に販売されていた。なお果実 ・野菜の形状や色では種

類が判断できないときに,現 地の農業省の方々に学名で

問い合わせて青果物の種類 を確認できたことがあり,学

名は万国共通であることを実感できた。

都市部の市場では青果物を陳列台に載せて販売してい

ることが多かったが,そ の陳列台が我々の腰から胸ほど

の高さであることが多く,デ ィスプレイ的には高す ぎる

ように思われた(写 真13)。 しか し,こ の陳列台の内部

は,夜 間の商品格納用の倉庫的役割を果たした り,日 中,

商売をしているときには,内 部で子供を寝かせたり,簡

単な煮炊 きができるスペースにもなっている。また,都

市部でも道路が舗装されていないことが多いために販売

中の果実 ・野菜に埃ががかかることが多いが 陳列台が高

い場合には青果物へ埃がかかることを防 ぐ効果もあると

思われる。

地方都市では通路以外のところに敷物を置 き,そ の上

に果実 ・野菜を並べていることが多かった。果実 ・野菜

写真9 中部山岳地域の小売市場全景

写真10 中部 山岳地域の小売市場における

ジャガイモの販売形態

写真11 地方都市の小売店の販売状況

写真12 地方都市での果菜類の販売状況

写真13 小 売市場での青果物の販売状況

陳列台が高いので下の空間を利用したり,埃を防ぐ効果もある
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を無造作に山盛 りにしておき購買者が来ると適宜重さを

測 り,単 位重量当たりで販売す る場合(写 真14)と 数

個単位で小山を作 り,そ の小山単位で販売する場合(写

真15と16)と が ある。量 り売 りの場合は物理的損傷や

市場病害の発生の見られる青果物が混 じっていても平気

で秤 に載せて販売することが多いが 小山単位での販売

の場合は小山を作る時点で簡単に選別しているので不良

品が混ざることは少ないようである。地方の市場で露店

の場合には直射 日光などで品温が高 くなることが多いが,

枯 れ草や コモなどで日光 を遮る工夫は時々なされていた。

ナイロビ市内の小売市場のロー ドサイ ドマーケットで

バナナをぶら下げて販売している光景 を目にすることが

多かった。それが全果房であったり(写 真17),果 段 や

2,3本 の果指(写 真18)で あ った り,様 々である。
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B

A

写真14 地方都市の小売市場における青果物の販売状況

中央の秤で重量を測 り,販 売する

写真15 小売市場におけるトマトの販売状況

4～5個 で小山を作 り,小 山単位で販売する

写真16 小売市場における果実の販売状況

写真17 ナイロビ市内の小売市場におけるバナナの販売

状況

全果房をぶら下げて陳列し,手前の黄化した果実から販売する

写真18 ナイロビ市内のロー ドサイ ドマーケットにおけ

るバナナの販売状況

果段や2,3本 の果指をぶら下げて陳列している
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ぶら下げて販売する理由を現地の方々に尋ねると,(1)空

間 を利用したディスプレイ,(2)購 入者に触られることが

少ない,(3)地 面に近いところよりも排気ガスの影響が少

ない,(4)追 熟がゆっくり進む,と の返答 を得た。バナナ

を取 り扱う機会の多い地域での知恵の結果といえよう。

5.食 習慣と消費状況

ナイロビ市内のスーパーマーケッ トでは輸入した果

実 ・野菜を販売 していることががある(写 真19)。 収 入の

B A

C

B

A
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多い外国人などを対象 としているため価格は高いが,品

揃えは豊富である。その他に,キ オスクと呼ばれる屋台

風の販売店(写 真20),常 設 的な小売市場(写 真21),

生産 者が収穫物を直接販売している場合(写 真22)な

どがあるが 購入した果実 ・野菜は一般的に腐敗が速か

った。これは,収 穫時の小さな損傷箇所ががあったり,収

穫後の洗浄が十分でないため土壌が付着 しているために

速 く腐敗するのであろうと思った。

写真19 ナイロビ市内の高級店における果実 ・野菜の

販売状況:輸 入品が多い

写真20 ナ イロビ市内の住宅地における

果実 ・野菜の販売状況

写真21 ナ イロビ市内の常設的な果実 ・野菜の小売市場

写真22 ナ イロロビ市内における生産者による果実 ・野菜

の直接販売

写真23 ケニァの一般的料理

写真24 ケニァの代表的な料理
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ケニアの食事はウガ リ(白 色 トウモロコシの粉を熱湯

で練った物,写 真24-A),イ リオ(マ ッシュポテ トに

トウモロコシなどを混ぜ た物,写 真23-A),チ ャパテ

ィ,コ メ,マ メ類を煮た物などの澱粉質を主にして,そ

れにケール(写 真23-B),ニ ン ジン,イ ンゲンマメな

どを炒めたものやシチュー(ウ シ,ヤ ギ,ヒ ツジなど,

写 真23-C)を 添 えたのが一般的である。また,ウ シ,

ヒツジ,ヤ ギ,時 にはシマウマやキリンなどの肉を焼い

たニャマチ ョマ と呼ばれ る焼 き肉料理(写 真24-B)

もあ るが このニャマチョマや一般的な食事のときにカ

チュンバ リを添えることが多い(写 真24-C)。 カチュ

ンバ リは生の赤タマネギとトマ トのみじん切 りに トウガ

ラシの細片を加えたもので,野 菜を生で食べ る機会の少

ないケニアの食生活の中では特徴的なことである。 トマ

トが他の青果物 より清潔な状態で販売されている理由の

一端が トマ トを生食するこのカチュンバ リにあるので

はないかと思われる。

写真22の ように生産者が直接販売 しているトマ トで

作ったカチュンバ リが最 も新鮮な味がするのかも知れな

い。

細かく切断したケールを販売している方がある小売市

場の中に2,3人 お られた(写 真25)。 それはナイロビ

のような大都市ではな く一地方都市でのできごとであっ

たが,今 までケニアではほとんどみられなかった販売形

態とのことである。カット野菜の普及の始まりでもあ り,

今後のケニアの食生活の変化を予感させる出来事でもあ

った。

お わ り に

短期間で実施 し,調 査都市の数も限られたものである

が 今回実施 した市場調査によってケニアの都市部にお

ける果実 ・野菜の流通の実態がある程度は明らかになっ

たものと思われる。また,我 が国の青果物流通システム

の整備 ・充実度を改めて認識する機会であったと共に果

実 ・野菜の厳しい等級 ・階級選別や過剰包装の弊害も改

めて考えさせ られた。

最後になりましたが 今回の市場調査の実施に関して

ご協力を賜 りましたケニア共和国ジョモケニアッタ農工

大学プロジェクトの田口定則氏 と農学博士岩佐順吉氏な

らびにJICAの 吉川正宏氏に謝意を表 します。

写真25小 売店におけるケールとその切断したもの


